
「食料、環境、健康、そしてエネルギー：
植物バイオテクノロジーの実力と新たな期待」

日　時：2008年 11月 29日（土）　13 : 30～17 : 00
会　場：大手町サンケイプラザ　301‒304会議室
　　　　（http://www.s-plaza.com/index.html）

主　　催：日本植物細胞分子生物学会 (http://www.jspcmb.jp/)
共　　催：理研植物科学研究センター，
　　　　　日本学術振興会産学協力研究委員会 地球環境・食糧・資源のための植物バイオ 第 160委員会，
　　　　　植物分子デザイン 第 178委員会
問い合せ：市民シンポジウム事務局
　　　　   TEL/FAX: 029-853-4808 
　　　　   E-mail: matsukuc@sakura.cc.tsukuba.ac.jp

オープニング
斉藤和季 （日本植物細胞分子生物学会会長，千葉大学教授／理研植物科学研究
センターグループディレクター）

話題提供
１　地域に貢献する植物バイオテクノロジーの実力
　　　岩本　嗣（新潟大学准教授）

２　植物工場を用いた組換え作物の生産
　　　後藤英司（千葉大学教授）

３　遺伝子組換え植物を使った機能性物質の生産
　　　江面　浩（筑波大学教授）

４　組換え植物の安全性評価の実際　
　　　手島玲子（国立医薬品食品衛生研究所部長）

総合討論
佐藤文彦（京都大学教授）

司会・進行
村中俊哉（横浜市立大学教授），山崎真巳（千葉大学准教授）

市民公開シンポジウム：
文部科学省科学研究費補助金（研究成果公開促進費）

参加無料
事前登録なし

プログラム

UFJ銀行
三菱東京

丸の内オアゾ
丸ノ内ホテルJFE
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